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国
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る
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え
る
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お
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早
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目
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覚
め
る
。
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る

7

や
く
そ
く
を 

果
た
す
。

ア

は
て
す

イ

は
た
す

8

山
が 

連
な
る
。

ア

つ
ら
な
る

イ

つ
れ
な
る

ヒント

同じ 漢字でも、送りがなが ちがうと 読み方が かわるよ。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「送りがなを 書こう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-42

送りがなで 読み方が かわる
ふつう ★★☆ ・ 送りがなで 読み分ける

言
ことば

送りがなに
注目しよう


